
島根労働局職業安定部

「産業雇用安定助成金」のご案内



新型コロナウイルス感染症の影響により事業
活動の一時的な縮小を余儀なくされた事業主が、
在籍型出向により労働者の雇用を維持する場合
に、出向元と出向先の双方の事業主に対して助
成する「産業雇用安定助成金」を創設しました。

産業雇用安定助成金について
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助成金の対象となる出向

・対象：新型コロナウイルス感染症の影響に起因
する雇用調整のための出向が対象となり
ます。

・前提：出向期間終了後は元の事業所に戻って働
くことが前提です。

・その他：関連会社（親会社と子会社の関係な
ど）への出向でないこと などの要件
があります。



出向元および出向先の双方の事業主に対して助成
されます。

要件としては、雇用保険適用事業所であること、
解雇等や雇用量の減少が少ないこと（出向先要
件）、労働保険料の滞納や助成金の不正受給をし
ていないこと、などのいくつかの要件があります。
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対象となる事業主



４

○出向運営経費

出向元事業主および出向先事業主が負担する賃金、教育訓練および労務管理に

関する調整経費など、出向中に要する経費の一部を助成します。

中小企業 中小企業以外

出向元が労働者の解雇などを行っていない場合 9/10 3/4

出向元が労働者の解雇などを行っている場合 4/5 2/3

上限額（出向元・先の計） 12,000円／日

助成率・助成額（その１）



助成率・助成額（その２）
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○出向初期経費

就業規則や出向契約書の整備費用、出向元事業主が出向に際してあらかじめ

行う教育訓練、出向先事業主が出向者を受け入れるための機器や備品の整備

などの出向の成立に要する措置を行った場合に助成します。

出向元 出向先

助成額 各10万円／1人当たり（定額）

加算額 各5万円／1人当たり（定額）

※出向元事業主が雇用過剰業種の企業や生産性指標要件が一定程度悪化した企業

である場合、出向先事業主が労働者を異業種から受け入れる場合について、助成

額の加算を行います。
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助成額イメージ（1ヶ月分）

1ヶ月に要した出向経費（賃金等）：30万円
出向元と出向先の負担割合： １（出向元）：２（出向先）
助成率（解雇等を行っていない中小企業）：９／１０
1ヶ月の実労働日数：20日 の場合

出向元と出向先の元々の負担額：10万円（出向元）：20万円（出向先）

助成額（上限額適用前）：9万円（出向元）：18万円（出向先）（計27万円）

助成金上限額：日額上限1万2千円 × 20日（ 1ヶ月の実労働日数）＝24万円

助成金上限額適用後の助成額： 8万円（出向元）：16万円（出向先）

出向元と出向先の助成後の負担額：2万円（出向元）：4万円（出向先）



受給までの流れ
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①出向にかかる事前準備

・出向元事業主と出向先事業主との出向契約
・労働組合などとの出向に関する協定 など
・出向予定者本人の同意

②労働局への出向計画届提出・受理

・出向が始まる前日までに提出
・出向元企業が取りまとめて行う

③計画に基づいた出向の実施

④労働局への支給申請・受給



産業雇用安定助成金にかかるご質問について
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厚生労働省ホームページに在籍型出向支援策等をまとめた専用ペー
ジを開設しています。

・具体的な出向事例や必要な準備事項、就業規則・出向契約書の
雛形、留意点など、在籍型出向のイロハが分かる

「在籍型出向“基本がわかる”ハンドブック」

・産業雇用安定助成金の申請に関する

「産業雇用安定助成金ガイドブック」

などをご用意しております。（厚生労働省ホームページQRコード）→

お問い合わせ先 島根労働局職業安定部 Tel ０８５２－２０－７０１６


